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要約 教育において,「個」と「集団」は,本来ならば対立してとらえられるべきものではないが,最近では,「個

性重視」や「協調性重視」といった考え方があり,とらえ方が揺れている現状である。本研究では,今まであ

まり丁寧に定義されてこなかった「個と集団」について,新たに独自の“7つの視点"を定義した。

また,学校教育の中で「個と集団」の関わりが顕著に見られる授業として,生活科が挙げられる。その中で

も,愛知県の卯ノ里小学校で独自に行われている,低学年の学習である「なかよし学習」は,人との関わりを

より重視して行われている。その1年生の実践を事悧として取り上げ,子ども達の活動における「個と集団」

の関わりについて,分析と考察を行った。
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I はじめに

生活科の教科目標には,「自分と身近な人々,社会,

自然とのかかわりに関心をもち……」という記述があ

る。学校生活では,子ども達は様々な環境(人的環境・

物的環境)と関わりながら生活しており,自分と周り

の人々・社会・自然との関わりを考える中で,自分に

とってのそれらの価値を感じ取り,意味を見出すこと

が重要であると定義されている・1)。

それらの「かかわり」の中でも,家族・友達・先生

等,「人との関わり」は,子ども達の生活において欠

かせないものである。これは,生活科に限らず教育・

学校というフィールドにおいて幅広くとらえることが

できる「個」と「集団」の二つの面から考えられると

いえる。

教育界においては,昔からの伝統的な一斉学習が批

判され,個を重視する方向へ移行してきた流れがある。

しかし,最近では「行き過ぎた個性」などの批判もあ

りffi2)「個から集団へ」という動きも一部で見られ,

「個」と「集団」の間で,とらえ方が揺れているffi3)。

「個」と「集団」が対立的にとらえられているのが

現状であるが,本来は形式的な対立関係でとらえて批

判するものではない。人間は集団活動が基本であり,

小さな社会である「家族」という集団から生活が始ま

る。その後,保育園や幼稚園,小学校……というよう

に社会が広がっていき,年齢と集団生活の経験の繰り

返しや積み重ねの中で,相互に刺激し合い,学び合い

を生かして豊かに個性が育まれている。「個」を追求

しても,社会という集団の中で生きていく以上,生活

の基盤が「集団」であることは大前提である。また,

「集団」を追求しても,一人一人が異なった思考を持っ

て生活している以上,「個」としての見方も存在して

いる。そのように考えると,「個」と「集団」は互い

に相対する言葉ととらえがちであるが,切り離せず,

どちらかに偏ることなく,どちらも尊重していくこと

が必要なのである。「子ども一人一人の個性を伸ばす

には,活動を個別化すればよい」という考えもあるが,

子どもが常に個別の中に閉じられていては,集団の中

での自己の考えや成果を表現することもなく,自己と

他との違いや特色を意識し,個性を伸ばす手がかりを

得るのも難しい。子どもが個別に自己の課題に取り組

むだけならば,学級などの集団は不要である。

本研究は,「個と集団」という視点に立ち,生活科

における自立の基礎を培う個の形成と,「人との関わ

り」を通した集団のありかたに焦点を当て,「個と集団」

についての具体的な視点を定義し,それを基に,生活

科の授業を分析・考察することをねらいとする。

II“個と集団"の7つの視点

これまで述べてきたように,「個」と「集団」は対

極でとらえるのではなく,子どもの学びにとってはど

ちらも重要である。社会生活を営む以上,「個」が

「集団」を形成しているのであり,「集団の中で個がど

う生かされていくのか」がこれからの教育で重要であ

る。しかし,「個」と「集団」と一概に言っても,様々
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な面から考えることができる。教育における「個」と

「集団」のとらえについて,下記の図1に示す,①から

⑦の7つの視点から詳しく考えてみたい。

図1:“個と集団"の7つの視点

①「成長・発達」としての視点

子どもは
,

成長・発達に伴って
,

生活における基盤

が「自分・家族・学校・地域・社会……」というよう

に
,

個から集団へと広がっていく
。

それは
,

成長・発

達が集団の発達の適応に関わっていることを示してい

る

。

そして
,

個人の能力
,

適性などの個性を伸ばす学

習が進められるような「集団」として見ると
,

「学級

集団」において,以下のような発達段階がある・4)

。

-･■････････････････■･･■･･･････■･･■･■････■･･■･･････■･･･････●･･■････■･･･････■･････････････●･･●･･●･･●･････●･･●｡

小学校入学~半年頃……児童相互の集団に対する感情。

意識・態度は未分化。単なる集団の段階。

1年生後半……学級集団の分立段階の初期。短期間では |

あるが閉鎖性の弱い小集団が現れる。 |

2~3年生……/jヽ集団の人数も増加。分立した小集団は |

ある程度の永続性を持ち,等質性・閉鎖性が現れ,小 |

集団間に対立も起こるようになる。

4年生頃~……永続的で強固であった小集団が,再びそ

れぞれの小集団の境界を開き,排他的な傾向が弱くな

り,包容的になる。

5~6年生……学級全体として統一された目標へ活動で

きるように統合される。学級集団は小集団がそれぞれ

閉鎖的でなく相互に協力できるようになり,学級全体

| と小集団は独立性を失わずに学級全体としての依存関 i

| 係に立つ。 |

1………………………………………………………………………………………………1

②「組織」としての視点

日本の学校教育では,学級を基本とした「集団」が

組織されており,その役割は次のような3つに分けら

れる。一つには,休み時間や掃除・給食などの時間に

おける「生活」としての役割を果たす生活集団,二つ

には,教科や総合的な学習の時間などの学習を行う際

の学習集団,最後に,特別活動や学級活動などでの学

級集団である。

生活集団とは,学習活動にとどまらず,「学級」を

基盤にした集団生活の中での,子ども同士の関わりの

視点からのとらえである。生活集団での関わり合いが,

学級の仲間とのコミュニケーションや人間関係について

の広がりや深まり,人格のぶっかり合いによる人間的な

成長をもたらすのである。人格的な成長が学習意欲の増

進にもつながるため,動機付けとしての役割もある。

それに対し,学習集団は学習活動の面からの集団の

とらえである。子どもの学習の習熟度や理解度・進度

に合わせて能力別に集団編成する場合や,子どもが自

らの興味や関心から課題を選択して学びの集団を作る

場合,グループ活動・個別活動等において子どもの個々

の学習スタイルによって編成する場合など,様々な学

習集団の編成方法が考えられる。

学級集団とは,「集団活動を通して行われる活動

(=特別活動・学級活動等)」におけるとらえである。

これについては,小学校学習指導要領解説・特別活動

編の目標に,望ましい集団のあり方が述べられてい

る注5)。学級集団は,集団活動を通しての「活動目標

を持った教育」を行うことを目的とすることが前提と

なっている。

③「施設・制度」としての視点

現在では,集団だけでなく個にも対応し,柔軟な対

応のできる制度を取り入れていく動きが盛んである。

「オープンスクール」として施設を整えたり,ノーチャ

イム制や時間割のブロツク化というように,制度を変

えることで,集団にも個にも対応した活動ができる。

特に,生活科や総合的な学習のような学習では,机

と椅子が整然と並ぶ教室では活動が行いにくく,まと

まったスペースの取れる場所や,個人やグループで活

動のしやすい環境が必要となる。現在は児童数が減っ

て空き教室が増えており,それらも活用されている。

また,グループの活動などは,1時間の授業では学習

が終了できない場合も多い。その場合,弾力的に時間割

を編成し,活動を妨げたり意欲を減退させないような配

慮や,活動の広がり・深まりに対応した学習環境の整備

として,制度や施設を考えていく必要がある。そのよう

な面からも,個と集団に対応して考える必要がある。

④「学習形態」としての視点

学習活動を,「個」と「集団」のどちらの形態で行

うかというとらえ方もある。個で行う学習は,習熟度

別学習やドリル学習など,個人の興味や関心,学習能

力や進度に基づいて行われる学習が挙げられる。一方,

集団で行われる学習の代表的なものとしては,国語や

算数などの教科学習をクラス全員で学ぶ一斉授業や,

総合学習のように,学級全体で一つの課題に取り組ん

でいくというスタイルが挙げられる。

また,集団はその規模についても様々であり,ペア

学習のような小規模な活動から,数名で構成された班

で行うグループ学習,学級単位,学年単位などがある。

集団学習の代表的な形態である一斉授業は,一定の集

団に同じ教材で一つの目標に向かって授業が進められ

る。生活集団の質やよさが効果的に生かされて展開さ

れる面があるが,やはり一斉授業での理解だけでは,

個性を生かす教育にはならず,子どもの学習を支援す

るには困難であり,個と集団の両面に対応できる学習

形態が必要である。
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⑤「教材」としての視点

学習で関わる人を「教材」としてとらえると,教材

が「個」か「集団」か,という視点も重要である。生

活科や総合学習などの活動の場合,人との関わりの中

から,様々な活動を展開する学習であり,教材が「個」

であるか「集団」であるかは,学習の新たな見方を生

み出す。悧えば,学習形態と教材の関わりでは,学習

活動(子ども)と教材(人)の組み合わせにより,活

動内容は以下の表1のような関わりとしてとらえられる。

表1:教材と学習形態による活動内容

⑥「支援・指導」としての視点

「個」と「集団」のどちらに対して支援・指導を行

うかは,学習における重要な視点である。学習形態が,

個・集団どちらであっても,支援・指導は学級集団や

班などのグループ集団に対して行う場合と,個人に対

して行う場合がある。例えば,一斉授業の中であって

も,集団に対して一斉に指導する場合と個人的に指導

する場合とでは役割や指導が異なる。また,個別に学

習を行っている場合でも,集団と個の両方に指導する

ことができる。これらは,教師が個または集団に対し

てどのような日的をもって関わっているのかを明確に

しておく必要があり,教師の選択によって,どちらに

支援する方がよりよいのか,適切に見極められ判断さ

れることが重要である。

また,支援・指導にっいては,働きかける教員の側

の視点でもとらえられる。今では,一人の教師が授業

を行うだけでなく,ティームティーチングや少人数指

導など,複数教員での指導や支援も多く行われている。

複数の教員で複数の子どもを指導する場合やゲストティー

チャーを招いて授業を行う場合には,教員同士が指導

の方法や方向性を統一しておかなければならない。

⑦「子どもに育成したい力」としての視点

授業・単元のレベルで「子どもに育成したい力」は

様々にあるが,「個」と「集団」の両方の面があると

悧えば,学習指導要領に記載されて定義されている

「生きる力」は,学習における基礎・基本や,問題解

決能力・自主性や主体性などに代表されるように「個

として育て発揮する力」と,コミュニケーション能力

や協調性・協力性などに代表されるような「集団の中

で発揮する力」の二つの側面があると考えられる。教

育においては,全ては最終的に個人の中で育てる力で

あっても,その力自体は,個人または集団の中で発揮

するという異なった側面がある。これは,社会という

集団の中で生活することが基盤であることが前提となっ

ているからである。

Ⅲ

1

実践の分析と考察

実践の概要

(1)単元名

1年「かぞくってすてきだね」(12時間完了)

(2)単元目標

家族の支えによって自分が成長してきたことや,

温かく見守ってくれる家族がいるという気付きを通

して,家族の一員として自分の役割を果たそうとし

たり,家族への感謝の気持ちを表す。

(3)学習計画

12時間+a(2時間)

※活動時間が足りなかったため,実際には,4の発表

準備の時間と7の学級発表の時間が,それぞれ1時

間ずつ行われていた。

2。分析と考察

(1)準備・発表練習

発表の準備や練習は,

ペープサートや絵日記,
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分の好きな方法を選び,黙々と作品を製作していた。

また,作品が早く完成してしまった子は各自で練習し

始め,子ども同士で聞き合いをしたりしている様子が

見られた。

①子ども同士の関わり合いから

○香織・恵美の関わり(事例1)

香織は紙芝居を選択しており,画用紙に家族との関

わりについて,丁寧に絵を描いていた。活動の途中で

香織が,題名をどこに書けばいいのか気になったよう

で「題名って……」とつぶやいたのに対し,隣の席の

恵美がそれに気づき,話しかけている場面が見られた。

香織はワークシートを見ながら少し考え込み,「題名

はどこに書いたらいいの?」と改めて恵美に聞いてお

り,それに対して恵美が「……裏に書くんだよ,たぶ

ん……」と答えていた。香織はそのアドバイスによっ

て安心したようで,「ああ,そっか｡」と言いながら,

笑顔を見せ,再び絵を描き始めていた。

○直人・陽子の関わり(事例2)

直人が発表原稿を作っている時に,隣の席の陽子と

の関わりが見られた。直人が漢字が思い出せずに悩ん

でいたのを見て,陽子は自分の机から国語の教科書を

出して,漢字を探してあげたのである。陽子は転校生

であり,この単元の途中からの参加で発表を行わない

ことになっていたため,友達の発表の練習を聞くなど

をしながら友達と関わっていた。その中で,「隣の席

になった直人の役に立ちたい」という気持ちから,こ

のような関わりが見られたのではないだろうか。

○健斗・章二の関わり(事例3)

また,中間発表後の準備・練習においては,健斗と

章二が,自分達でお互いに発表練習をしていた。ペー

プサートを使って,章二が練習をしているのを健斗が

見てあげていたのであるが,章二のペープサートの

動かし方に対して,健斗が「そうやるんじやなくって

さー……」といってペープサートを実際に動かして見

せてあげる場面が見られた。章二は,自分の発表にあ

まり自信が持てていないようであり,にこ間違えた……」

というような発言もしていたため,それに対して,健

斗は発表原稿も見てあげていた。また,章二があまり

にも自信がなさそうな様子であったためか,健斗が

ー

「いいからやってみて」と,練習を促している様子も

見られた。その言葉で,章二はまた健斗に練習を見て

もらったようである。自分の発表ややり方に自信の持

てない章二に対し,健斗が見る側からのしっかりした

アドバイスと後押しをしてあげたため,章二も自信を

持って再び練習ができたのではないだろうか。

②個人の活動の様子から

○直人の活動(事例4)

直人は,父親が単身赴任で仙台へ行っているため,

帰ってくる時にお土産を買ってきてくれるということ

をペープサートを使って発表しようと,はりきって準

備していた。ペープサートを作る時,父親の姿のペー

プサートから作っていたが,父親の顔の表情を笑顔に

することにこだわりを見せていた。直人自身の納得の

いく父親の笑顔を表現しようとする取り組みからは,

たまにしか帰ってくることのできない父親への愛情が

表れていると考えられる。

また,中間発表の次の第9時間目の活動では,でき

あがった自分のペープサートを作り直している場面も

見られた。自分の姿のペープサートが,片方のみ腕を

挙げている姿であったのを,両方挙げている姿に変え

ていたのである。 これは,「お父さんが帰ってきて,

自分がお土産をもらってもっと喜んでいるようにした

い」という強い思いの表れだと考えられる。「これ

(腕)が上に挙がるといいんだから……これも直そう。

手の形だけだから,切っちゃおう。向きを変えるだけ

だから簡単」と言いながら,出来上がったペープサー

トの腕をはさみで切っていた。そして,新しい画用紙

に新しい腕を描き,色を塗って,切って体にセロテー

プで貼り付けるというとても細かい作業を,了寧に行っ

ていた。作業をしながら,「挙げてるから,上にやら

ないと」と何度か言っているところを見ると,『うれ

しい時に手を挙げて,万歳をして喜びを表現する自分

を表現したい』という意識が強く表れているようであっ

た。おそらく,直人にとっては,大好きなお父さんが

帰ってきてくれた喜びと,大好きな新幹線のおもちゃ

のお土産をもらえたという大きな2つの喜びがあり,

彼の中でその喜びを表現することは重要であったのだ

ろう。
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(2)中間発表会

中間発表会では,本番の発表に向けてよりよい発表

を作るために,3~4人のグループごとで発表練習を

行った。今回,初めて子ども達だけで発表練習を行っ

たのであるが,評価活動も取り入れての発表であった。

一人ずつが発表を行い,その後に,評価カードを使っ

て評価をしていた。全ての発表が終わった後には,自

分の自己評価をし,反省を書くという活動であった。

○絵里・英輔・小春・遼平のグループ(事例5)

絵里,英輔,小春,遼平の4人のグループでは,遼

平が最初に発表し,残りの3人が発表を見て,評価カー

ドで評価を行っていた。遼平は発表し終わった後,み

んなから評価カードをもらうまでの間,後ろを向いて

飛び跳ねたりしながら,「まーだかな,まーだかなー」

と,とてもわくわくしながら待っている様子であった。

また,評価カードをもらった時も,うれしそうな表情

を見せていた。初めての評価活動ということもあり,

友達から評価されるというマイナスのイメージよりも,

友達からプレゼントをもらう時のような,わくわくす

る楽しい気持ちを持っていたのではないだろうか。後

から発表を行った絵里,英輔,小春の3人も,評価カー

ドを書いてもらっている間,「いいー?」「まだー?」

「まだー」などといった会話が交わされたりするなど,

遼平と同様に,笑顔でとてもニコニコしている表情が

印象的であった。また,評価カードをもらった後も,

皆うれしそうに評価カードを見ている姿が見られた。

○英輔・遼平の関わり(事例6)

発表の後に,自己評価と反省を善く場面では,英輔

が同じグループの他の子に対して「俺大きな声ではっ

きりと話せた?」としきりに聞いていた。また,「俺,

半分にした。ここだけ上手にあんまりうまく描けてい

なかったから半分にした」と,自分の評価について話

していた。英輔は,自分の発表になかなか自信が持て

なかったため,自分に対して,認めてもらうような良

い意見を求めているようにも感じられた。また,もっ

と直したいところを書くように,教師からの指示があっ

たことに対し,英輔は「どこを直したらいいと思う?」

と何度か遼平に聞く場面も見られた。遼平は,それに

ー

対して首をかしげたりしながら一生懸命に考えている

様子で,質問をしたりして,「声を,大きくした方が

いいと思う」というアドバイスを行っていた。その場

面においても,英輔がワークシートに書く様子を覗き

込んだり,顔を見たりして,積極的にアドバイスをし

ようという様子がうかがえた。また,遼平が「俺は?」

と切り替えして質問したことに対し,「えーつと,も

うちょっとペープサートを長くした方がいいと思う」

と,英輔は丁寧に答え,「話を?」「うん」という会話

のやりとりも見られた。さらに,その英輔の発言に対

して,同じグループの小春が「それは言えてる」と同

意する発言もしている。個人で振り返りや反省を行っ

ている場面であるが,子ども同士の意見の交換や,意

識が関わっている様子が見られた。

○直人・雄介・春奈のグループ(事例7)

今回が,相互評価の初めての取り組みであったため,

直人と雄介の間で,意見の相違から喧嘩が起こってし

まうという場面が見られた。雄介は「自分は上手にで

きた」と思っていたのに対し,直人は評価を厳しくつ

けていた。それについてショックを受けた雄介は,先

に終わっていた直人の発表に対しての評価を変えてし

まい,それに対して直人が怒ってしまったのである。

授業の最後の場面であったため,担任は授業が終わっ

た後に,直人,雄介,春奈の3人に事情を聞いて話し

合いを行わせていた。教師と話し合いをする中で,直

人の意見と雄介の意見をじっくり聞きながら,春奈も

「春奈は……」と,自分がつけた評価について説明が

できており,また,当事者である直人も,自分の意見

をきちんと説明し,雄介に対して納得の行く評価の根

拠を伝えていた。初めての相互評価であったが,子ど

も達は子ども連なりの根拠を持って,お互いを評価で

きていたといえる。また,教師は,「聞く人によって,

評価は違うんだよ」「相手のためになるように書いて

あげた?」というような言葉を丁寧に掛けながら,子

どもの考え,主張をじっくり汲み取っていた。初めて

の相互評価において,お互いにいじわるではなく,相

手がよくなるように高め合っていくことを,このグルー

プの子ども達は学んだのではないだろうか。
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(3)考察

以下に,Hで定義を行った「7つの視点」を参考に

して実践の考察を述べる。この「7つの視点」につい

ては,授業だけでなく,学校教育全做においての様々

な角度からの子どもの見方・授業の見方を提示するも

のである。本研究では,授業実践を考察するにあたっ

て,図1にあるような“授業づくり"の段階としての

「④学習形態」「⑤教材」「⑥支援・指導」の視点と,

“つけたい力"としての段階である「⑦育成したい力」

の視点の4点を,主な視点として考察する。

④「学習形態」の視点から

今回の実践は,学習形態としては,個人での追究活

動が主な活動であった。 しかし,そのような個人活動

であっても,事悧1~3に見られるように,活動の最

中に子ども同士の関わりが見られており,これらは必

然的に子ども達同土で関わりを持っている場面である

といえる。個人の活動追究の場面において,このよう

な関わりが見られることは,「集団の中での個人追究」

という意味合いが強いのではないだろうか。事悧1で

の,香織が恵美に質問をする様子や,事悧2の,直人

のために陽子が漢字を調べてあげている様子,また,

事悧3のように,なかなか自分の発表に自信を持てな

いでいる章二に対して,健斗が様々なアドバイスをし

ている様子からは,自然な形で,子ども同士がお互い

を意識して助け合っているという姿が見られた。個人

活動であっても,困った時に自然に友達に聞いたり,

アドバイスをもらったりすることは必然的な関わりで

あるといえる。このような小さな関わりの積み重ねは,

学級という集団で個人追究として学んでいく上で重要

であると考えられる。

⑦「育成したい力」・⑤「教材」の視点から

この実践においては,7つの視点に挙げた「子ども

に育つ力」として,「個に育つ力」と,「集団として育

つ力」がそれぞれ見られたといえる。個に育つ力とし

ては,活動を通して,子どもに「生活を振り返る中で

家族のよさを見つけ,それを主体的に表現する力」が,

育っているといえる。この実践の活動では,絵日記を

画用紙の表と裏の何枚にも渡って,何度も書き直しを

しながら家族とのできごとを細かく表現している子ど

もや,事悧4に挙げた直人のように,お父さんがして

くれたことを喜ぶ自分をペープサートに表現しようと

して,人形の格好を何度も作り直したり,表情を書き

直したりして,こだわりを見せている子どもの姿があっ

た。それらの子どもの姿からは,家族とのできごとを

振り返る中で,家族のよさを感じ取り,それを意欲的

に表現しようとしている,個における力の育ちが見て

とれる。

現在は,子どもの家庭環境の背景も様々であり,な

かなか家族を扱う単元を行いにくいのが現状である。

しかし,1年生という低学年の段階においては,家族

について授業で取り扱うことは,非常に身近な教材で

あり,子どもが自分自身の生活や家族との関わり方を

振り返って見つめ,とらえ直す重要な機会である。自

分と父親,自分と母親,自分と兄弟……というように,

身近である「家族」との関わりを教材として扱うから

こそ,子どもにとってはより活動に入り込みやすく,

意欲的になりやすいと考えられる。この活動を通して,

家族というものを客観的にとらえながら,家族への思

いが高まっているといえるのではないだろうか。思い

が高まることで,より子ども遠の表現意欲も引き出さ

れるのである。

一方,グループでの発表練習や相互評価をする中で,

集団としての力が培われているといえる。事悧5では,

「まだー?」と言いながら,ウキウキする嬉しい気持

ちが体に表れてしまっているような遼平の姿も見られ,

そのような遼平に対して,グループの他の子ども達も,

素直な気持ちで評価してあげることができている。ま

た,そのアドバイスを受ける中で,遼平も「発表がよ

りよくなるようにアドバイスしてあげよう」という相

手の心を笑顔で素直に受け取っている。また,事悧6

の英輔のように,発表練習後の遼平との関わりの中で,

自分に対してよいアドバイスをもらおうという働きか

けを積極的に持ちながら,それに対して遼平が一生懸

命アドバイスをしようとしている姿は,お互いに意欲

的に関わろうという意識が表れていると考えられる。

このように,低学年らしい自然な子ども同士の関わ

りの中から,お互いを思いやる心や,お互いに協力し

合って向上しようという姿勢が見られたのである。こ

れらは,集団での学びだからこその,「集団で育つ力」

である。個々の活動であっても,個人から集団の関わ

りへと広がっていくことで,より相手を意識した相互

の関わりができているのではないだろうか。

⑥「支援・指導」の視点から

また,事例7では,直人と英輔が喧嘩をしてしまう

場面も見られている。 しかし,ここでの直人と雄介の

関わりは,今後,お互いを認め合っていく中で重要な

場面であったと考えられる。相手の成長を思うからこ

その,厳しい評価をつけることは,直人にとっては気

持ちに素直な評価であった。直人は,発表がよくなる

ようにという気持ちで素直に発表の評価について判断

したのである。しかし一方で,雄介にとっては,友達

から「評価される」という経験は初めてであるため,

まだ友達から自分を否定的・批判的に厳しく見られる

ことに抵抗があったようである。また,家族について

の自分の発表に対して,自信を持てていたとも考えら

れるため,そのことも,評価に対して納得のいかない

気持ちを素直に直人にぶつけた雄介の姿につながって

いると考えられる。そこでの意識の違いが,喧嘩とい

う形で表れてしまったのである。 しかし,今回の活動

において,担任の教師がそのグループの異変に気づき,
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授業が終わった後でそのグループの一人一人に対して

話を丁寧に聞き,お互いの意見をすり合わせるような,

意識の関わり合いを持たせる指導ができていた。「お

互いを高め合うための相互評価」という視点で,英輔

と雄介に関わりを持たせることができていたのではな

いだろうか。また,当事者ではない春奈もグループの

一員として話し合いに立ち会い,冷靜な判断をしなが

ら2人に関われていたことについても,非常に有効的

な関わりであったと考えられる。このような教師の個々

への働きかけも,子ども同士の関わりにおいては重要

な支援なのである。

V おわりに

低学年において,個と集団の関わりに関して,集団

の中で関わりあって磨きあっていくことは難しいと言

われている。 しかし,本研究のⅢ実践の分析と考察

でも指摘したように,実践を丁寧に見てみると,高学

年のように,お互いを厳しく高めあうというような関

わりではないが,個別の活動の中で,個人と集団の関

わりを見出すことができる。

-一般に生活科の単元の中でも家族を扱う単元,特に

家族についての発表においては,個人の調べ学習・発

表が中心の活動となり,なかなか個人活動の域を抜け

出ないと考えられている。しかし,今回の実践のよう

に,個人で追究することであっても,学級という「集

団」の中の皆で一一緒に活動することを通して,必然的

に子ども同士の関わりが生まれてくるのである。

今後の課題としては,グループや学級での活動が行

われる実践についての分析も行いたいと考えている。

今回,実践で行われた家族を扱う単元は,「家族」と

いう教材性から考えると,子どもそれぞれの家庭の様

子が中心となるため,個人の活動が中心となっており,

より「個」が強くなると考えられる。家族以外の生活

科単元(例えば,学校たんけんや町たんけん等)を取

り上げることで,より“個と果団"という視点からの

様々な見方が生み出されるのではないだろうか。生活

科における他の領域を検討するという課題が残されて

いる。

また,本稿では,具体的な実践事例を取り上げたこ

とから,7つの視点の中の,“授業づくり"としての

段階である「④学習形態」「⑤教材」「⑥支援・指導」

の視点と,“つけたい力"としての段階である「⑦育

成したい力」の視点の4点のみを取り上げて考察を行っ

た。 しかし,“個の育ぢとしての段階である「①成

長・発達」の視点と,“学校づくり"としての段階で

ある「②組織」「③施設・制度」の視点の3点につい

ても,授業実践を下支えしている士台を規定する重要

な視点だと考えられる。これらの視点をどう位置づけ

るかについても,今後の課題である。

※本研究の実践に登場する児童名は,全て仮名である。

注釈

注1)文部省『小学校学習指導要領解説・生活編』

1999年 9-14項

注2)たとえば,『学力があぶない』(上野健爾・大野

晋 岩波書店 2001年)の中の対談「教育現場から

の声」では,「個性を重んじるとはどういうことか」

「個にばかり目を向けて,公の共通の約束はどうなっ

ているのか」といった議論がなされている。

注3)「個を生かす教育」は,臨時教育審議会で教育

改革の基本原則として「個性重視の原則」が提唱さ

れたことにより,平成元年度版の学習指導要領から

総則に記載されるようになった。「個」を尊重し,

個性を生かした教育の実現を図ることが教育課程の

ねらいとされており,「生活科」「総合的な学習の時

間」などの導入により,より個々の子どもに即した

教育が実現され始めている。 しかし,「個性を尊重

する」ことを「好き勝手にやる」というような誤っ

たとらえられ方も多く見られ,現在では「協調性」

や「社会性」といった,「個」に対する「集団」の

重要性に再び注目がされ始めているのが現状である。

注4)日本教育方法学会編『教育のシステム化3

学級集団のシステム化』明治図書 1971年 155-

158項

注5)文部省『小学校学習指導要領解説・特別活動編』

(1999年)では,特別活動の教育目標「望ましい集
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団活動を通して,心身の調和のとれた発達と個性の

伸長を図るとともに,集団の一員としての自覚を深

め,協力してよりよい生活を築こうとする自主的民

主的な態度を育てる」について,望ましい集団活動

の条件は,以下のア~力の6点に表されている。

ア 活動の目標を全員で作り,その目標について

全員が共通の理解をもっていること。

イ 活動の目標を達成するための方法や手段など

を全員で考え,それを協力して実践すること。

ウ 一人一人が役割を分担し,その役割を全員が

共通に理解していること。

エ 一人一人の自発的要求が尊重され,互いの心

理的な結びっきが強いこと。

オ 成員相互の間に所属感や所属意識,連帯感や

連帯意識があること。

カ 集団の中で,自由な相互交渉が助長されるよ

うになっていること。
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